
令
和

４
年

度
診

療
報

酬
改

定
に

対
す
る

内
保

連
基

本
方

針
一

般
社

団
法
人
内
科
系
学
会
社

会
保
険
連
合

（4）



内
保
連
の
基
本
ス
タ
ン
ス

モ
ノ
（
薬
剤

,材
料

,機
器
）
か
ら
ヒ
ト
（
技
術
）
へ

2

現
行
診
療
報
酬
体
系
に
お
け
る

内
科
系
技
術
評
価
に
関
す
る
基
本
的
な
課
題

①
問
診
と
診
察
、
諸
検
査
成
績
か
ら
得
ら
れ
た
患
者
情
報
を

総
合
し
て
疾
患
・
病
態
を
診
断
し
、
病
期
や
重
症
度
を

判
断
し
て
治
療
方
針
を
決
定
す
る
基
本
的
な
診
断
技
術
を

評
価
す
る
こ
と

②
疾
患
・
病
態
診
断
と
治
療
方
針
に
関
わ
る
患
者
家
族
へ
の

説
明
と
同
意
に
関
し
て
、
一
定
の
基
準
の
下
に
適
正
に

評
価
す
る
こ
と

③
薬
物
療
法
に
お
け
る
処
方
技
術
を
「
投
薬
」
、
「
注
射
」
、

外
来
、
入
院
を
問
わ
ず
適
正
に
評
価
す
る
こ
と

現
行
診
療
報
酬
体
系
に
お
け
る

医
師
技
術
の
評
価

問
診

身
体
診
察

D
検
査

（
例
）
検
体
検
査
判
断
料

呼
吸
機
能
検
査
等
判
断
料

脳
波
検
査
判
断
料

神
経
学
的
検
査

等

E
画
像
診
断

（
例
）

X線
、

CT
、

各
医
学
診
断
料

等

N
病
理
診
断

疾 患 ・ 病 期 ・ 重 症 度 の 診 断

治 療 方 針 の 決 定

患 者 ・ 家 族 へ の 説 明 と 同 意

手 術 薬 物 療 法 他

F
投
薬
（
入
院
処
方
料
は

入
院
基
本
料
に
包
含
）

G
注
射

（
処
方
料
は
な
い
）

H
リ
ハ
ビ
リ

I
精
神
神
経

J
処
置

K
手
術

L
麻
酔

M
放
射
線
治
療

①
②

③

（5）



令
和
４
年
度
内
保
連
基
本
方
針

１
. 一

般
病
棟
用
「
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
」
に

D項
目
の
追
加

２
.内

科
系
治
療
の
基
本
で
あ
る
薬
物
療
法
に
お
け
る
処
方
技
術
の
評
価

－
「
注
射
処
方
料
」
ゼ
ロ
の
是
正

３
. 「

説
明
と
同
意
」
を
評
価
し
、
指
導
管
理
料
を
拡
大
し
、

「
意
思
決
定
支
援
管
理
料
」
を
新
設

４
.医

療
安
全
の
推
進
（
血
液
採
取
料
、
消
化
器
軟
性
内
視
鏡
安
全
管
理
料
）

５
.標

準
的
手
順
が
省
か
れ
医
療
費
を
高
騰
さ
せ
て
い
る
生
体
検
査
の
見
直
し

６
.チ

ー
ム
医
療
の
推
進
と
医
師
負
担
の
軽
減

７
.医

療
連
携
と
在
宅
医
療
の
推
進

８
. 妊

娠
・
周
産
期
・
小
児
医
療
の
重
視

９
.遠

隔
医
療
の
推
進

10
. A

I（
人
工
知
能
）
診
療
・
診
断
の
推
進

11
. 国

民
に
役
立
つ
医
療
技
術
の
導
入
・
強
化
（
令
和
４
年
度
内
保
連
医
療
技
術
提
案
）

3

（6）



１
．
一
般
病
棟
用
「
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度
」
に

D項
目
の
追
加

（
背

景
）

現
在

の
「

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

」
に

は
内

科
系

医
師

か
ら

み
た

該
当

患
者

の
評

価
項

目
が

不
十

分
で

あ
る

。
ま

た
、

現
行

の
判

定
基

準
は

A～
C項

目
が

個
々

に
カ

ッ
ト

オ
フ

値
を

持
つ

よ
う

な
い

わ
ば

縦
割

り
の

構
造

と
な

っ
て

お
り

、
そ

の
構

造
が

尺
度

の
感

度
や

特
異

度
等

を
低

下
さ

せ
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

。
（

提
案

）
「

重
症

度
、

医
療

・
看

護
必

要
度

」
に

対
し

て
次

を
提

案
す

る
。

(１
) 内

科
系

医
師

か
ら

み
た

重
症

者
の

評
価

項
目

と
し

て
、

D項
目
（
内
科
系
医
療
ニ
ー
ズ
）

を
新

設
す

べ
き

で
あ

る
。

(２
) A
～

D項
目
の
合
計
得
点
（
カ
ッ
ト
オ
フ
値
８

.５
点
）

を
用

い
て

該
当

患
者

を
判

定
す

べ
き

で
あ

る
。

死
亡
退
院
を
目
的
変
数
と
し
た

RO
C曲

線
（

20
20
年
度
）

(１
) D
項
目
（
内
科
系
医
療
ニ
ー
ズ
）


医

療
技

術
負

荷
度

調
査

（
内

保
連

）
で

活
用

し
た

数
百

の
変

数
の

な
か

か
ら

、
臨
床
的
側
面
と
統
計
学
的
評
価
を
加
味
し
、
最
終
的
に

D項
目
を
選
出

し
た

。


D項
目

案
に

は
、
医
師
の
負
荷
と
関
連
性
が
深
い

、
も

し
く

は
予
後
の
予
測

性
能
の
向
上
に
関
係

す
る

項
目

を
選

出
し

た
。


現

場
の

負
荷

を
考

え
、

EF
フ

ァ
イ

ル
か

ら
算

出
可

能
な

項
目

で
構

成
し

た
。

(２
)-
２
提
案
基
準
（

A～
D項

目
の
合
計
得
点
、
カ
ッ
ト
オ
フ
値

8.
5点

）


死
亡

退
院

の
予

測
を

目
的

変
数

と
し

た
RO

C曲
線

に
お

い
て

、
A～

D項
目

の
合

計
得

点
を

用
い

た
提

案
基

準
は

、
現

行
の

基
準

と
比

べ
て

AU
Cが

有
意
に
高
く
、
感
度
・
特
異
度
も
高
か
っ
た

（
感

度
：

0.
67

9→
0.

77
5、

特
異

度
：

0.
62

6→
0.

65
1、

AU
C：

0.
65

3→
0.

76
5,

p<
0.

00
1）

。


提
案

基
準

の
最

適
カ

ッ
ト

オ
フ

値
は

８
.５

点
で

あ
っ

た
。

D項
目
案
（

ve
r.2

※
EF

フ
ァ

イ
ル

か
ら

算
出

可
能
）

(２
)-
１
提
案
基
準
（

A～
D項

目
の
合
計
得
点
）


A～

C項
目

と
A～

D項
目

の
合

計
得

点
の

比
較

に
お

い
て

、
D項

目
追

加
に

よ
り
生
理
学
的
ス
コ
ア
（

SO
FA
ス
コ
ア
）
と
の
相
関
係
数

が
高
ま
る

（
手

術
有

群
：

0.
27

9→
0.

28
2、

手
術

無
群

：
0.

44
5→

0.
47

5）
な

ど
、

重
症

度
指

標
を

用
い

た
評

価
で

良
好

な
結

果
を

示
し

た
。


最

適
カ

ッ
ト

オ
フ

値
で

の
感

度
・

特
異

度
、

AU
C

現
行

基
準

(◆
印

) v
s 

提
案

基
準

(★
印

)
感

度
：

0.
67

9 
→

 0
.7

75
特

異
度

：
0.

62
6 

→
 0

.6
51

AU
C

：
0.

65
3 

→
 0

.7
65

, p
<0

.0
01


RO

C曲
線 A～

D項
目

の
合

計
得

点

（
診
療
報
酬
区
分
番
号
：

A-
10

0
入
院
基
本
料
）

4

提
案
書
番
号
：

A2
99

20
1／

日
本
内
科
学
会
／
重
症
度
、
医
療
・
看
護
必
要
度

D
項
目

（7）



２
．
内
科
系
治
療
の
基
本
で
あ
る
薬
物
療
法
に
お
け
る
処
方
技
術
の
評
価
－
「
注
射
処
方
料
」
ゼ
ロ
の
是
正

算
定

要
件

(１
)の

根
拠

：

「
前
日
と
比
較
し
て
処
方
が
新
た
に
開
始
さ
れ
た
注
射
薬
」
が
有
り
の
日
は
、

無
し
の
日
と
比
較
し
て
知
識
判
断
の
負
荷

（
「

０
点

：
実

施
な

し
」

を
含

む
10

段
階

評
価

）
が
有
意
に
高
い

（
中

央
値

：
3.

0 
vs

 2
.0

、
ウ

ィ
ル

コ
ク

ソ
ン

の
順

位
和

検
定

よ
り

p<
0.

00
1）

。

算
定

要
件

(２
)の

根
拠

：

投
与
し
て
い
る
「
注
射
の
種
類
数
」
が
多
い
日
ほ
ど
、
知
識
判
断
の
負
荷
が
有
意
に
高
い

（
中

央
値

：
０

種
類

の
と

き
2.

0、
１

～
５

種
類

の
と

き
2.

5、
６

～
10

種
類

の
と

き
3.

0、
11

種
類

以
上

の
と

き
3.

5、
p 

fo
r t

re
nd

<0
.0

01
）

。

「
注
射
の
種
類
数
」
と
治
療
方
針
決
定
に
係
る
所
要
時
間
に
は
有
意
な
関
連
性
が
あ
り
、
種
類

数
が
多
い
日
ほ
ど
、
所
要
時
間
が
長
い

（
「

30
分

以
上

」
の

回
答

割
合

：
０

種
類

の
と

き
11

％
、

１
～

５
種

類
の

と
き

16
％

、
６

～
10

種
類

の
と

き
21

％
、

11
種

類
以

上
の

と
き

37
％

、
フ

ィ
ッ

シ
ャ

ー
の

正
確

確
率

検
定

p<
0.

00
1）

。

算
定

要
件

(３
)の

根
拠

：

「
注
射
の
薬
剤
料
お
よ
び
材
料
料
の
合
計
が
１
万
点
以
上
の
日
」
は
、
そ
れ
以
外
の
日

（
０
点
の
日
を
除
く
）
と
比
較
し
て
治
療
方
針
決
定
に
係
る
所
要
時
間
が
有
意
に
長
い

（
30

分
以

上
の

回
答

割
合

：
17

％
vs

 2
5％

、
フ

ィ
ッ

シ
ャ

ー
の

正
確

確
率

検
定

p<
0.

05
）

。


「
前
日
と
比
較
し
て
処
方
が
新
た
に
開
始
さ
れ
た
注
射
薬
」
が
有
り
の
日
は
、

無
し
の
日
と
比
較
し
て
治
療
方
針
決
定
に
係
る
所
要
時
間
が
有
意
に
長
い

（
30

分
以

上
の

回
答

割
合

：
21

％
vs

 1
1％

、
χ

2 検
定

p<
0.

00
1）

。

処
方

開
始

注
射

薬
の

有
無

別
知

識
判

断
の

負
荷

と
の

関
係

注
射

の
種

類
数

別
治

療
方

針
決

定
に

係
る

所
要

時
間

と
の

関
係

（
診
療
報
酬
区
分
番
号
：
注
射
料

GX
XX

10
0点

）

（
背

景
）

（
提

案
）


現

行
の

診
療

報
酬

で
は

投
薬

に
は

処
方

料
・

処
方

箋
料

が
設

定
さ

れ
て

い
る

が
注
射
に
は
処
方
料
・
処
方
箋
料
が
存
在
し
な
い

。


医
師

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
と

DP
Cデ

ー
タ

を
も

と
に

、
注

射
処

方
の

負
荷

に
関

す
る

分
析

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
注
射
の
処
方
技
術

に
関

連
し

、
医

師
に

対
し

て
診

療
の

負
荷

お
よ

び
時

間
が

か
か

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。

注
射
の
処
方
技
術

を
適

正
に

評
価

す
る

た
め

、
下

記
を

算
定

要
件

と
す

る
注
射
処
方
料
（
仮
称
）

の
創

設
を

提
案

す
る

。
(１

)入
院

中
の

患
者

に
対

し
、

注
射

薬
の

投
与

開
始

日
お

よ
び

追
加

投
与

（
種

類
の

異
な

る
注

射
薬

に
限

る
。

）
の

行
わ

れ
た

初
日

に
算

定
す

る
。

(２
)当

該
日

の
注

射
薬

の
種

類
数

が
６

種
類

以
上

の
場

合
は

、
１

処
方

に
つ

き
50

点
を

、
11

種
類

以
上

の
場

合
は

１
処

方
に

つ
き

16
0点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。
注

射
薬

の
種

類
数

は
一

般
名

で
計

算
す

る
。

(３
)当

該
日

に
お

い
て

区
分

番
号

G1
00

に
掲

げ
る

薬
剤

お
よ

び
区

分
番

号
G2

00
に

掲
げ

る
特

定
保

険
医

療
材

料
を

合
算

し
た

点
数

が
10

,0
00

点
以

上
で

あ
る

場
合

は
、

１
処

方
に

つ
き

60
点

を
所

定
点

数
に

加
算

す
る

。

5

提
案
書
番
号
：

29
91

01
／
日
本
内
科
学
会
／
注
射
処
方
料

（8）



３
．
「
説
明
と
同
意
」
を
評
価
し
、
指
導
管
理
料
を
拡
大
し
、
「
意
思
決
定
支
援
管
理
料
」
を
新
設

【
承
認
さ
れ
た
意
思
決
定
支
援
管
理
料
】

B0
01
特
定
疾
患
治
療
管
理
料

５
小
児
科
療
養
指
導
料

50
0点

（
新
設
）

７
難
病
外
来
指
導
管
理
料

50
0点

（
新
設
）

【
内
容
】
人
工
呼
吸
器
管
理
の
適
応
と
な
る
患
者
と

病
状
、
治
療
方
針
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

当
該
患
者
に
対
し
文
書
に
よ
り
提
供
し
た
場
合

こ
れ
ま
で
の
経
緯 ・
小
児
領
域

重
症
先
天
性
疾
患
、
遺
伝
学
検
査

・
神
経
領
域

人
工
呼
吸
器
装
着

・
呼
吸
器
領
域

人
工
呼
吸
器
装
着

・
循
環
器
領
域

重
症
心
不
全
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
腎
臓
領
域

透
析
開
始

・
消
化
器
領
域

早
期
胃
が
ん
に
対
す
る
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
治
療
前

・
精
神
科
領
域

ク
ロ
ザ
ピ
ン
療
法

・
血
液
領
域

造
血
幹
細
胞
移
植

・
放
射
線
領
域

甲
状
腺
腫
瘍
に
伴
う
内
用
療
法

・
悪
性
腫
瘍
領
域

遺
伝
子
検
査

【
承
認
さ
れ
た
意
思
決
定
支
援
管
理
料
】

B0
01

-2
3
が
ん
患
者
指
導
管
理
料

30
0点

【
内
容
】
が
ん
に
対
す
る
文
書
説
明

B0
01

-3
1
腎
代
替
療
法
指
導
管
理
料

50
0点

_ 新
設

【
内
容
】
慢
性
腎
臓
病

【
診
療
報
酬
制
度
に
お
け
る
評
価
優
先
度
が
高
い
１
２
項
目
】

・
総
合
負
荷

・
難
易
度

・
ｴｷ
ｽﾊ
ﾟｰ
ﾄ

ｵﾋ
ﾟﾆ
ｵﾝ

下
記
の

1 1
00
領
域

11
22
治
療
お
よ
び

検
査
が
抽
出

平
成

30
年
度
改
定

令
和
２
年
度
改
定

令
和
４
年
度
改
定
提
案

提
案
書
番
号
：

29
91

02
／
日
本
内
科
学
会

「
人
工
呼
吸
器
装
着
時
意
思
決
定
支
援
管
理
料
」

・
現
在
の
病
状
・
病
態
・
人
工
呼
吸
器
装
着
の
目
的
お
よ
び
方
法

・
合
併
症
；
気
胸
・
血
圧
低
下
・
感
染
症
・
誤
嚥
性
肺
炎
、
不
耐
性
（

N
PP

Vの
場
合
）
等

・
呼
吸
器
を
つ
け
な
か
っ
た
場
合
の
経
過
、
費
用
等

◆
共
同
提
案
学
会
：
日
本
呼
吸
器
学
会
、
日
本
呼
吸
器
療
法
医
学
会

◆
技
術
の
概
要
：
人
工
呼
吸
管
理
の
適
応
と
な
る
疾
患
の
患
者
ま
た
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
現
在
の
病
状
、
人
工
呼
吸
器
装
着
の
目
的
及
び

方
法
、
合
併
症
、
予
想
さ
れ
る
経
過
、
予
後
な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
理
解
で
き
る
よ
う
に

30
分
以
上
説
明
し
、
か
つ
文
書
に
よ
り
提
供
し
た

場
合

50
0点

を
算
定
す
る
、
な
お
急
変
時
に
お
い
て
家
族
な
ど
の
代
諾
者
に
対
し
説
明
す
る
場
合
は
、
説
明
の
所
要
時
間
は
問
わ
な
い
。

6

30
分
以
上
説
明
し
文
書
に
よ
り
提
供
し
た
場
合

（9）



４
．
医
療
安
全
の
推
進
（
血
液
採
取
料
、
消
化
器
軟
性
内
視
鏡
安
全
管
理
料
）

7

消
化
器
軟
性
内
視
鏡
安
全
管
理
料
の
新
設

○
感
染
症
に
対
し
て
消
化
器
軟
性
内
視
鏡
検
査
が
高
い
安
全
性
を
も
っ
て
運
用
さ

れ
る
よ
う
、
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
等
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
い
た
要
件

を
満
た
し
た
施
設
で
の
洗
浄
・
消
毒
作
業
に
対
す
る
新
た
な
保
険
収
載
の
要
望

I．
内
視
鏡
洗
浄
・
消
毒
の
過
去
と
現
状

グ
ル
タ
ー
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
等
を
用
い
た
用
手
洗
浄
は
不
十
分
な
洗
浄
・
消
毒
に

よ
る
ピ
ロ
リ
菌
や

B型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
や
医
療
従
事
者
の
健
康
被
害
を

引
き
起
こ
し
、
よ
り
安
全
な
自
動
洗
浄
器
を
用
い
た

洗
浄
・
消
毒
が
模
索
さ
れ
た
結
果
、
学
会
指
導
施
設

で
は

90
%
以
上
が
自
動
洗
浄
器
を
使
用
し
て
い
る
。

一
方
、
一
般
医
家
で
は
コ
ス
ト
負
担
が
大
き
い
理
由

で
用
手
洗
浄
が
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

II.
消
化
器
内
視
鏡
学
会
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
歴
史

19
96
に
内
視
鏡
学
会
と
内
視
鏡
技
士
会
に
よ
る
『
内
視
鏡
の
洗
浄
・
消
毒
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
が
発
表
さ
れ
て
以
降
、
自
動
洗
浄
器
と
消
毒
剤
の
改
善

に
伴
っ
て
改
訂
さ
れ
、

20
18
年
に
自
動
洗
浄
器
と
高
水
準
消
毒
薬
を
推
奨
す
る

『
消
化
器
内
視
鏡
の
洗
浄
・
消
毒
の
標
準
化
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
が
公

開
さ
れ
て
い
る
。

III
.安
全
な
内
視
鏡
診
療
の
た
め
の
診
療
報
酬
改
定
を

自
動
洗
浄
器
の
購
入
費
用
と
消
毒
剤
の
維
持
費
用
が
高
額
で
あ
り
、
高
精
度
の

洗
浄
・
消
毒
を
行
う
た
め
の
費
用
を
捻
出
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
施

設
で
は
用
手
洗
浄
を
行
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
精
度
の
高
い
内
視
鏡
洗
浄
・
消

毒
の
た
め
に
は
自
動
洗
浄
器
を
用
い
た
『
消
化
器
軟
性
内
視
鏡
安
全
管
理
料
』

の
新
設
が
必
要
で
あ
る
。

血
液
採
取
料
（
現
行

3
5
点
）
の
増
点

○
前
回
改
定
で

30
点
か
ら

35
点
に
増
点
さ
れ
た
。

し
か
し
、
ま
だ
安
全
な
採
決
を
行
う
た
め
の
人
・
モ
ノ
に
見
合
う

評
価
と
な
っ
て
い
な
い
。 病
院
検
査
室
で
採
血
を

行
う
際
に
遵
守
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

コ
ス
ト
に
反
映
さ
れ
る
要
因

3点
•

翼
状
針
の
使
用

•
患
者
毎
の
手
袋
交
換

•
注
射
器
採
血
時
の
分
注
用
器
具
の
使
用

患
者
と
医
療
従
事
者
の
安
全
確
保

提
案
書
番
号
：

72
62

02
／
日
本
臨
床
検
査
医
学
会
／
血
液
採
取
・
静
脈

○
採
血
１
件
あ
た
り
の
平
均
コ
ス
ト
は
約

50
0円

。
○
現
行
３
５
点
で
は
採
血
１
件
あ
た
り
約

15
0円

以
上
の
大
幅
な
赤
字
。

医
療
安
全
推
進
の
目
的
か
ら
現
行

35
点
か
ら

50
点
へ
の
増
点
を
要
望
す
る

（10）



５
．
標
準
的
手
順
が
省
か
れ
医
療
費
を
高
騰
さ
せ
て
い
る
生
体
検
査
の
見
直
し

8

冠
攣
縮
性
狭
心
症
の
診
断
に
お
け
る
冠
攣
縮
誘
発
薬
物
負
荷
試
験

提
案
書
番
号
：

26
12

01
／
日
本
心
血
管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療
学
会

冠冠
攣攣

縮縮
誘誘

発発
薬薬

物物
負負

荷荷
試試

験験
のの
増増

点点
（（
66
,,22

00
00
点点

→→
99
,,66

00
00
点点

））
増
点
に
よ
り
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
負
荷
試
験
が
適
切
に
施
行
さ
れ

冠
攣
縮
性
狭
心
症
の
診
断
率
が
向
上
す
る
。

適
切
な
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
患
者
の
症
状
・
予
後
改
善
し
、

差
し
引
き

27
億
円
以
上
の
医
療
費
増
加
を
防
ぐ
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

検
査
時
に
必
須
の
体
外
式

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
や
電

極
カ
テ
ー
テ
ル
、
追

加
で
使

用
す
る

造
影
剤
を
拠
出
で
き
ず
不

採
算

の
た
め
、
年

間
2
7
,0

0
0
名

の
患

者
が
検

査
を

受
け
て
い
な
い

ス
テ
ン
ト
を

入
れ
て
み
よ
う

診
断
が
確
定

し
な
い
ま
ま
不

適
切

な
薬

物
治

療
が
長

期
に
わ
た
り
継

続
さ

れ
、
症
状
が
改

善
し
な
い

一
人

当
た
り
の
薬

価
代

１
万

5
千

円
/
年

不
必

要
な
Ｐ
Ｃ
Ｉが

や
み
く
も
に
施

行
さ
れ
て
い
る

Ｐ
Ｃ
Ｉ入

院
1
回

1
0
0
万

円

症
状
再
燃

の
た
め
に
入

院
し
、
繰

り
返

し
て
冠

動
脈

造
影

が
行

わ
れ
る

Ｐ
入

院
・
検

査
1
回

1
4
万

円

•
病
態
が
明
確
に
な
り
症
状
改
善

•
運
動
制
限
が
解
除
さ
れ
健
康
増
進

•
高
リ
ス
ク
の
抽
出
で
突
然
死
予
防

•
適
正
な
治
療
で
医
療
費
削
減

増
点
に
よ
り
標
準
化
す
れ
ば

ま
た
入
院
だ

経経
皮皮

的的
腎腎

生生
検検

のの
増増

点点
（（
22
,,00

00
00
点点

→→
44
,,00

00
00
点点

））
増
点
に
よ
り
、

Ig
A腎

症
を
始
め
と
す
る
多
く
の
指
定
難
病
の
確
定

診
断
に
必
須
で
あ
る
腎
生
検
が
適
切
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
適
切

な
治
療
介
入
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
透
析
導
入
を
抑
制
で

き
、
差
し
引
き

15
9億

円
以
上
の
医
療
費
削
減
が
可
能
と
な
る
。

経
皮
的
腎
生
検

提
案
書
番
号
：

27
62

02
／
日
本
腎
臓
学
会

標
準

的
手

順
の

省
略

腎
生

検
（
4
,0

0
0
点
）
で
、
指
定
難
病
で
あ
る

Ig
A
腎

症
の
透
析
導
入
が
防
げ
る
。

3
年

以
内

の
治

療
介

入
に
よ
り

9
0
%
寛

解

腎
生

検
で
の
確

定
診

断

早
期
治
療
介
入
⇒

高
い
寛
解
率

血
液

透
析

4
8
0
万

円
/
年

（11）



６
．
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
と
医
師
負
担
の
軽
減

9

◆
26

61
02
／
日
本
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
／
心
不
全
再
入
院
予
防
指
導
管
理
料

◆
23

11
03
／
日
本
呼
吸
ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
／
在
宅
医
療
機
器
安
全
管
理
指
導
料

◆
A2

85
20

2／
日
本
精
神
神
経
学
会
／
精
神
科
リ
エ
ゾ
ン
チ
ー
ム
加
算
に
関
す
る
改
定
要
望

≪≪
現
在
の
チ
ー
ム
医
療
≫≫

医
師

患
者
中
心
の
医
療
を
実

≪≪
理
想
の
チ
ー
ム
医
療
≫≫

精
神
科
リ
エ
ゾ
ン
チ
ー
ム
の
活
動
に
よ
り
、
一
般
医
療
と
精
神
医
療
の
連
携
促
進
さ
れ
、
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら

精
神
科
リ
エ
ゾ
ン
チ
ー
ム
加
算
の
点
数
を

30
0点

か
ら

40
0点

に
増
点
し
、
週
あ
た
り
に
算
定
可
能
な
回
数
を

1回
か
ら

2回
に
増
や
す
。

心
臓
リ
ハ
の
経
験
の
あ
る
医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
ま
た
は
慢
性
心
不
全
認
定
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
看
護
師
な
ど
多
職
種

が
共
同
し
て
心
不
全
患
者
に
在
宅
で
の
療
養
に
必
要
な
指
導
を
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
行
い
、
月

1回
に
限
り

13
00
点
を
算
定
す
る
。

臨
床
工
学
技
士
に
よ
る
医
療
機
器
の
安
全
な
使
用
の
た
め
の
指
導
が
行
わ
れ
た
場
合
に
月
１
回
を
限
度
に

17
0点

を
算
定
す
る
。
患
者
の

居
宅
等
医
療
機
関
以
外
の
場
所
に
赴
い
て
実
施
し
た
場
合
は

58
0点

を
加
算
す
る
。
な
お
導
入
月
の
み
月
２
回
ま
で
算
定
で
き
る
。

医
師
の
負
担
増

患
者
中
心
の
医
療
を
実
現

理
想
の
チ
ー
ム
医
療

（12）



Ⅲ
．
入
院
か
ら
在
宅
へ
の
橋
渡
し
機
能
を
充
実
さ
せ
る

Ⅰ
．
在
宅
で
さ
ら
に
充
実
し
た
医
療
を
目
指
す

ｖｖｖ

ｖ ｖ

ｖｖ

ｖｖ

７
．
医
療
連
携
と
在
宅
医
療
の
推
進

機
能
強
化
型
連
携
型
在

宅
療

養
支

援
診

療
所

相
互

間
で

診
療
実
績
に
関
わ
ら
ず
、
看

取
り
加

算
ま
た
は
電

話
初

診
・電

話
再
診
の
算
定

（
2

4
0
点

）を
認

め
る
。

7
3

3
2

0
1
／

日
本

臨
床

内
科

医
会

／
処

方
箋

料

7
3

3
2

0
2
／

日
本

臨
床

内
科

医
会

／
処

方
料

2
3

1
1
0

1
／

日
本

呼
吸

ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

会
／

在
宅

ハ
イ
フ
ロ
ー
セ
ラ
ピ
ー
加

算

2
3

1
1
0

3
／

日
本

呼
吸

ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

会
／

在
宅

医
療

機
器

安
全

管
理

指
導

料

2
9

5
1
0

3
／

日
本

透
析

医
学

会
／

在
宅

血
液

透
析

管
理

加
算

（
多

職
種

に
よ
る
）

2
2

9
2

0
6
／

日
本

呼
吸

器
学

会
／

在
宅

酸
素

療
法

指
導

管
理

料
の

算
定

要
件

変
更

2
3

6
2

0
8
／

日
本

在
宅

医
療

連
合

学
会

／
強

化
型

在
宅

療
養

支
援

診
療

所
の

グ
ル

ー
プ
内

の
訪

問
診

療
の

実
績

評
価

2
4

5
2

0
1
／

日
本

小
児

科
学

会
／

在
宅

タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
加

算

2
5

8
2

0
5
／

日
本

神
経

学
会

／
排

痰
補

助
装

置

2
5

9
2

0
3
／

日
本

神
経

治
療

学
会

／
オ
ン
ラ
イ
ン
装

置
治

療
指

導
管

理
料

Ⅱ
．
在
宅
で
使
用
す
る
機
器
の
提
案

植
込

型
脳

・脊
髄

電
気

刺
激

装
置

を
植
え
込
ん
だ
後
に
、

在
宅

に
お
い

て
遠

隔
治

療
を
実

施
す
る
場
合
に
、
当
該

治
療

に
係

る
指

導
管

理
を
対

面
時

と
同
様
に
算
定
（
8

1
0
点
）を

認
め
る
。

多
職

種
に
よ
り
在

宅
血

液
透

析
患

者
の
管
理
計
画
を
作
成
し
、

そ
の

計
画

に
基

づ
き
、
定

期
的

に
訪

問
し
、
透
析
機
器
の
管
理

を
行

っ
た
場

合
、
適

切
に
評

価
す
る
。

在
宅
酸
素
療
法
の
際
に
、
酸

素
供

給
装

置
ま
た
は
酸

素
チ
ュ
ー
ブ
に
、

火
災
時
に
作
動
す
る
酸

素
供

給
遮

断
装

置
を
付

け
る
こ
と
を
義

務
化
す
る
。

在
宅
酸
素
療
法
導
入
時

に
保

険
点

数
1
0

0
点

を
１
回

に
限

り
増

点
す
る
。

小
児
の
終
末
期
医
療
の

質
を
担

保
す
る
た
め
に
、
1
5
歳

未
満

小
児

患
者

に
対
し
て
死
亡
日
及

び
死

亡
前

1
4
日

以
内

に
、
2
回

以
上

の
往
診
又
は
訪
問
診
療
を
実

施
し
た
場

合
、
在

宅
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
加
算
に
加
算
し
て
、
1
0

0
0
点

を
更

に
加

算
す
る
。

治
療

上
H

F
T
を
必

要
と
す
る
在

宅
患

者
が
安
定
的
に

H
F
T
を

利
用

で
き
る
環

境
の

整
備

を
行

う
（
5

,0
0

0
点

/
月
）
。

臨
床

工
学

技
士

に
よ
る
医

療
機

器
の

指
導
が
行
わ
れ
た
場
合

に
月

１
回

を
限

度
に

1
7

0
点

を
算

定
す
る
。
医
療
機
関
以
外

の
場

所
に
赴

い
て
実

施
し
た
場

合
は

5
8

0
点
を
加
算
す
る
。

ｖ

自
力

で
の

喀
痰

排
出

困
難

な
神

経
筋

疾
患
等
の
患
者
に
対
し
、

入
院

及
び

外
来

、
在

宅
に
て
排

痰
補
助
装
置
を
使
用
し
た

場
合

に
、
1
日

に
つ
き

1
回

の
6

0
点
を
算
定
す
る
。

投
薬
の
た
め
処
方
内

容
を
記

載
し
た
院

外
処

方
を
交

付
（6

8
点

）
す
る
が
、
7
種
類
以
上

の
投

薬
又

は
不

安
も
し
く
は
不

眠
の

症
状

を
有

う
る

患
者
に
対
し
て

1
年
以
上
継

続
し
、
投

薬
を
行

っ
た
場

合
減

点
（4

0
点

）す
る
。

投
薬
の
た
め
院
内
処
方

（ 4
2
点

）す
る
が

、
こ
の

際
、

7
種
類
以
上
の
投
薬

又
は
不

安
も
し
く
は
不

眠
の

症
状

を
有

う
る

患
者
に
対
し
て

1
年
以
上
継

続
し
、
投

薬
を
行

っ
た
場

合
減

点
（2

9
点

）す
る
。

10
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８
．
妊
娠
・
周
産
期
・
小
児
医
療
の
重
視

11

小
児
慢
性
特
定
疾
病
・
難
病
の
精
密
な
診
断
と
最

適
な
医
療
の
提
供

➡
2 2
77
88
22
00
22
／／

日日
本本

人人
類類

遺遺
伝伝

学学
会会

／／
遺遺

伝伝
学学

的的
検検

査査
のの

適適
用用

拡拡
大大

小
児
入
院
医
療
に
お
け
る
質
の
向
上
と
チ
ー
ム
医
療

の
推
進

➡ ➡
AA

22
44
55
22
00
11
／／

日日
本本

小小
児児

科科
学学

会会
／／

小小
児児

入入
院院

医医
療療

管管
理理

料料

長
期
フ
ォ
ロ
ー
を
要
す
る
小
児
患
者
の
疾
患
の
特

性
に
基
づ
い
た
外
来
診
療
の
充
実

➡ ➡
22
55
44
22
00
11
／／

日日
本本

小小
児児

精精
神神

神神
経経

学学
会会

／／
小小

児児
特特

定定
疾疾

患患
カカ
ウウ
ンン
セセ
リリ
ンン
ググ
料料

のの
見見

直直
しし

基
礎
疾
患
を
有
す
る
小
児
患
者
に
対
す
る
自
律
支
援
と
成

人
診
療
科
移
行
の
推
進

➡
2 2
44
55
11
00
11
／／

日日
本本

小小
児児

科科
学学

会会
／／

成成
人人

移移
行行

支支
援援

連連
携携

指指
導導

料料
11
,,22

不
妊
症
患
者
の
外
来
診
療
に
お
け
る
、
生
活
習
慣
の
改
善

や
妊
娠
し
や
す
い
性
交
渉
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
の
指
導

➡ ➡
22
33
44
11
00
11
／／

日日
本本

産産
科科

婦婦
人人

科科
学学

会会
／／

不不
妊妊

症症
指指

導導
管管

理理
料料

養
育
過
誤
が
確
認
さ
れ
た
親
の
積
極
的
な
支
援
と
児
童

虐
待
に
よ
る
小
児
の
生
命
予
後
改
善
た
め
の
児
童
相
談

所
と
の
連
携

➡
22
55
11
11
00
11
／／

日日
本本

小小
児児

心心
身身

医医
学学

会会
／／

要要
支支

援援
児児

童童
指指

導導
管管

理理
料料

成
育
基
本
法

の
考
え
方
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９
．
遠
隔
医
療
の
推
進

12

ⅠⅠ
．
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
健
全
な
発
展
と
普
及

１
．
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
や
関
連
す
る
医
学
管
理
料
の
適
正
な
発
展

・
診
療
行
為
別
の
点
数
を
反
映
す
る
点
数

・
遠
隔
診
療
の
実
態
に
即
し
て
活
用
で
き
る
報
酬
体
系

・
必
要
と
す
る
患
者
へ
の
適
用
を
妨
げ
な
い
施
設
基
準

２
．
対
象
診
療
行
為
の
拡
大

◎
推
進
す
る
提
案
：

71
31

05
／
日
本
不
安
症
学
会
／
オ
ン
ラ
イ
ン
認
知
行
動
療
法

ⅡⅡ
．
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
適
切
な
成
長
と
普
及

１
．
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
適
正
な
発
展
と
適
切
な
点
数
や
施
設
基
準

◎
推
進
す
る
提
案
：

22
92

02
／
日
本
呼
吸
器
学
会
／

在
宅
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
指
導
管
理
料
２
の
算
定
要
件
ウ
の
修
正

２
．
回
復
期
・
維
持
期
で
の
活
用
の
推
進
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
適
用
の
推
進

◎
推
進
す
る
提
案
：

26
61

01
／
日
本
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
／

遠
隔
心
大
血
管
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ⅢⅢ
．
専
門
的
支
援
対
象
の
拡
大

１
．
遠
隔
連
携
診
療
料
の
整
備
・
拡
充
と
必
要
な
診
療
段
階
で
の
利
用
促
進

◎
推
進
す
る
提
案
：

29
42

01
／
日
本
て
ん
か
ん
学
会
／
遠
隔
連
携
診
療
料

２
．
専
門
医
療
支
援
の
拡
大
と
超
急
性
期
医
療
の
支
援
の
促
進

◎
推
進
す
る
提
案
：

70
42

01
／
日
本
脳
卒
中
学
会
／

遠
隔
連
携
診
療
料
（
急
性
期
脳
卒
中
）

ⅣⅣ
．
第
４
の
診
療
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
確
立

１
．

Sa
M

D（
So

ft
w

ar
e 

as
 a

 M
ed

ic
al

 D
ev

ic
e：

プ
ロ
グ
ラ
ム
医
療
機
器
）
の
適
正
な
評
価

・
治
療
ア
プ
リ
等
の
適
切
な
評
価
と
報
酬
の
配
分

２
．
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

IC
T基

盤
の
適
切
な
評
価

・
Io

Tの
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
、
新
た
な
ホ
ス
ピ
タ
ル
フ
ィ
ー
の
評
価

遠 隔 医 療 の 節 度 あ る 推 進

基
本
理
念
に
沿
っ
た

制
度
の
拡
充

医
療
供
給
・
需
要
の

実
態
に
即
し
た
対
象
の

拡
大

適
切
な
医
療
技
術
評
価

新
し
い
基
盤
技
術
の

推
進

12

（15）



１
０
．

A
I（
人
工
知
能
）
診
療
・
診
断
の
推
進

13

20
41

02
／
日
本
医
学
放
射
線
学
会
／
人
工
知
能
技
術
等
を
用
い
た
デ
ジ

タ
ル
画
像
再
構
成
に
対
す
る
加
算
料

20
41

01
／
日
本
医
学
放
射
線
学
会
／
人
工
知
能
技
術
を
用
い
た
画
像
診
断
補
助
に

対
す
る
加
算
（
単
純
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
）

従
来
の

CT
検
査
と
比
べ
て
、
被
ば
く
量
を
大
幅
に
抑
え
て
得
ら
れ
た
画
像
デ
ー
タ

を
人
工
知
能
等
の
デ
ジ
タ
ル
再
構
成
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
画
像
の
質
を
劣
化

す
る
こ
と
な
く
、
従
来
得
ら
れ
た
画
像
と
同
等
以
上
の
精
度
の
高
い
診
断
結
果
を

提
供
す
る
。
（
デ
ジ
タ
ル
画
像
再
構
成
技
術
に
よ
る
被
ば
く
低
減
の
加
算

70
点
）

人
工
知
能
技
術
を
用
い
た
画
像
診
断
補
助
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
使
用
し
た
画
像
診
断

を
実
施
し
た
際
に
、
人
工
知
能
臨
床
使
用
指
針
を
遵
守
す
る
場
合
の
加
算
と
し
て
、

人
工
知
能
技
術
加
算
（

30
点
）
の
創
設
を
要
望
す
る
。

71
91

05
／
日
本
放
射
線
腫
瘍
学
会
／

AI
を
用
い
た
放
射
線
治
療
計
画

AI
技
術
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
治
療
計
画
用

CT
撮
像
後

1週
間
以
内
に
、
迅
速
に
放

射
線
治
療
を
開
始
し
た
場
合
、
放
射
線
治
療
管
理
料
の
注
釈
の
新
規
追
加
と
し
て

人
工
知
能
迅
速
放
射
線
治
療
計
画
加
算
と
し
て

2,
50

0点
の
新
設
を
要
望
す
る
。

71
22

07
／
日
本
病
理
学
会
／
病
理
診
断
管
理
加
算
３
（
人
工
知
能
に
よ

る
病
理
診
断
支
援
）

一
人
病
理
医
等
の
病
理
診
断
支
援
と
し
て
、
人
工
知
能
を
用
い
た
病
理
診
断
支
援

シ
ス
テ
ム
で
病
理
診
断
の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
行
っ
た
場
合
に
、
管
理
加
算
３

（
22

0点
）
と
し
て
算
定
す
る
。

１
次
診
断

バ
ー
チ
ャ
ル

ス
ラ
イ
ド

ス
キ
ャ
ナ
ー

人
工
知
能

サ
ー
バ
ー

(夜
間
運
用

)

最
終
病
理

診
断
確
定

肺
の

線
量
低
減

12
0K

V1
00
ｍ

A 
CT

DI
:4

.2
7m

Gy
ST

 : 
3s

ec
 

10
0K

V８
ｍ

A
CT

DI
:0

.3
4m

Gy
ST

 : 
3s

ec
 

大
幅
な
被
ば
く
量
低
減
（

10
分
の

1未
満
）
で
も
同
等
な
画
像
が
実
現

最
適
化
係

数
予
想

線
量
分
布

予
測

A
Iモ
デ
ル

⇒
症
例
登
録

⇒
学
習

⇒
事
前
検
証

⇒
定
期
的
検
証

（16）



技
術

提
案
（合

計
）

4
4

4
件

・未
収

載
技

術
1
7

4
件

［共
同

提
案

1
2

9
件
（
7

4
％
）
］

・既
収

載
技

術
2

7
０
件

［共
同

提
案

2
0
７
件
（
7

7
％
）
］

基
本

診
療

料
5

4
件

［共
同

提
案

3
5
件
（
6

5
％
）
］

医
薬

品
1
8
件

提
案
項
目
の
学
会
順
位
付
け
の
実
施

共
同
提
案
：
他
学
会
と
の
共
同
提
案
で
提
出
さ
れ
た
提
案
件
数

１
１
．
国
民
に
役
立
つ
医
療
技
術
の
導
入
・
強
化
（
内
保
連
令
和
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
提
案
）

14

医
学

の
進

歩
・
有

用
性

（
国

民
医

療
へ
の
貢
献
）
か
ら
の
提
案

参
考
：令

和
２
年
度
改
定

技
術
提
案
（合

計
）

4
6

8
件

・
未
収
載
技
術

1
9

3
件

［共
同
提

案
1
3

1
件
（6

8
％
）］

・既
収
載
技
術

2
7

5
件

［共
同
提
案

1
9

4
件
（7

1
％
）］

医
学
管
理
等

4
7
件

［共
同
提
案

2
8
件
（6

0
％
）］

医
薬
品

5
2
件

* *

*

*
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